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１ 取組名称 

TMU Learning Studioによる主体的学修支援 
 

２ 実施代表者名 
大学教育センター 准教授 椿本 弥生 

 
３ 対象期間 

2023～2024 年度（2年間） 
 
４ 取組概要 

本学では初年次教育の内容を充実させているが、学生の学修を支援する仕組みが課題
となっている。本プログラムにより、初年次の全学共通科目における授業外学修を
TAを活用してワンストップで支援する学修支援組織の構築と運用を進め、学生の基
本的な理解度の促進、自律的学習者の育成、TA 人材の育成を通じた汎用的 TA研修
教材の開発を目指す。 
 

５ 事後評価の総合評価（S, A, B, C, Dの五段階評価） 
B 

 
６ 事後評価に関する審査会での主な意見 
○TMU Learning Studioというワンストップのヘルプ窓口は、うまく機能すれば学生にと
って学習支援だけでなく、先輩や学生同士のコミュニケーションスペースにもなるよい
構想である。 

○数学、情報、基礎ゼミの学習支援をワンストップで行うという試みは評価できる。1年
生で大学での学習の仕方に戸惑っている学生にとっては役に立つ取り組みであると思わ
れる。 

●学生が来てくれないという点においては、支援内容の見直しの必要性が感じられる。学
生が必要としていることをうまくキャッチして、その助けとなる情報をいかに提供でき
るかを再検討する必要があると思われる。TAの確保についても、具体的な旗印を掲げ
て、全学的に広報していくことで、基礎教育に志のある TA を集めることが大事かと思
われる。 
  


